
 

火山調査研究推進本部の設置に向けた準備会（第５回） 
議事要旨 

 

１．日 時 令和６年２月 27日（火）15時 00分～17時 30分 

 

 

２．場 所 文部科学省 15F特別会議室 

      ※オンライン併用 

 

 

３．議 題 （１）総合的かつ基本的な施策及び総合的な調査観測計画の検討について 

 

      （２）予算等の事務の調整について 

 

      （３）その他 

 

４．議 事 

（１）活火山法 第 31条第 2項第 1号「火山に関する観測、測量、調査及び研究の推

進について総合的かつ基本的な施策を立案すること」及び第 3号「火山に関す

る総合的な調査観測計画を策定すること」に関して、これまでの各委員の意見

等を踏まえて、総合基本施策や調査観測計画の要点や、策定にあたっての論点

について議論した。主な内容は以下の通り。 

 

 これまでの火山調査研究の取組や取り巻く環境の変化を踏まえた火山本部

の役割と、火山調査研究の進むべき方向性 

 火山活動の状態把握・推移予測や、火山ハザードの予測・把握等による情

報提供の実現に向けた当面 10年間に取り組むべき火山調査研究 

 火山調査観測・物質科学分析体制の構築・維持と、データベースの整備・

維持とデータ流通など、調査研究計画に関する事項 

 火山研究人材と火山実務人材の育成と確保 

 自治体・関係行政機関等との連携、国際的な連携の強化、広報 等 

 

（２）活火山法 第 31条第 2項第 2号「関係行政機関の火山に関する調査研究予算等

の事務の調整を行うこと」に関して、火山本部における予算等の事務の調整に

あたっては、総合基本施策等に基づき関係行政機関の施策の評価と重複の確認

等を行った上で、各機関が予算要求を行う方向で現時点の考え方を整理した。 

 

（３）総合基本施策や調査観測計画の策定にあたり必要となる論点や総合的な評価に

係る取組など、これまで準備会において議論してきた内容について、４月以降

の火山本部の会議で提示し、火山本部における議論に活用することとした。 



 

 

火山調査研究推進本部の設置に向けた準備会 構成員 

 

 

 

座長     清水 洋  九州大学 名誉教授 

副座長    藤井 敏嗣 山梨県富士山科学研究所 所長 

 

青山 裕  北海道大学大学院理学研究院 教授 

井口 正人 京都大学防災研究所 教授 

石塚 吉浩 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

         活断層・火山研究部門 副研究部門長 

大倉 敬宏 京都大学大学院理学研究科 教授 

大湊 隆雄 東京大学地震研究所 教授 

神田 径  東京工業大学 科学技術創成研究院 

         多元レジリエンス研究センター 准教授 

小平 秀一 国立研究開発法人 海洋研究開発機構 海域地震火山部門長 

篠原 宏志 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

         活断層・火山研究部門 招聘研究員 

田中 明子 国立研究開発法人 産業技術総合研究所 

         活断層・火山研究部門 マグマ活動研究グループ長 

西村 太志 東北大学大学院理学研究科 教授 

平田 直  東京大学 名誉教授 

藤田 英輔 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 火山防災研究部門長 

前野 深  東京大学地震研究所 准教授 

三浦 哲  東北大学大学院理学研究科 教授 

森田 裕一 国立研究開発法人 防災科学技術研究所 

         火山研究推進センター 主幹研究員 

山岡 耕春 名古屋大学大学院環境学研究科 教授 

 

関係行政機関 

内閣府 政策統括官（防災担当）付 

経済産業省 産業技術環境局 

国土交通省 水管理・国土保全局 

国土地理院 

気象庁 

海上保安庁 

 

 


